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案件 

枚方市総合交通計画の見直しについて 

土木政策課 

 

１．政策等の背景・目的及び効果 

本市では、国の都市・地域総合交通戦略要綱に基づき、交通事業とまちづくりが連携した総合

的かつ戦略的な交通施策の推進を図るため、市の将来都市像を見据えた新たな交通政策として、

平成 30 年（2018 年）12 月に枚方市総合交通計画を策定しました。 

その後、全国では、コロナ禍による生活様式やビジネススタイルの変化に伴う公共交通利用者

の減少並びに、ＳＤＧｓやＤＸの進展によるＭａａＳやＡＩオンデマンド交通といった新たなモ

ビリティサービスの誕生など、交通環境に大きな影響を及ぼす周辺状況の変化が生じています。

加えて、運転免許証を返納した高齢者の移動手段の確保並びに、利用者の減少や運転手不足を背

景とした路線バスの減便や路線廃止等の問題も顕在化してきています。 

本市においても、公共交通利用者が減少しているなか、持続可能な移動手段を確保していくた

めには、今後、生じる恐れのある様々な問題や状況の変化に対応して機動的に交通施策を講じて

いくことが重要になります。 

このため、現計画に地域公共交通の活性化・再生を目的とした「地域公共交通計画」の位置付

けを付加することも視野に、令和５年度（2023 年度）から計画見直しに着手していくものです。 
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２．内容及び実施方法等 

  枚方市総合交通計画の見直しについて・・・資料１ 

 

３．実施時期等（今後のスケジュール） 

令和４年度（2022 年度） ２月 

２月末 

建設環境委員協議会へ報告 

枚方市総合交通計画推進協議会の開催（計画見直しの報告） 

令和５年度（2023 年度） 11 月 

 

12 月 

建設環境委員協議会へ報告（市民アンケート調査の実施） 

枚方市総合交通計画推進協議会の開催 

市民アンケート調査の実施 

令和６年度（2024 年度）  

９月 

12 月 

２月 

３月 

枚方市総合交通計画推進協議会の開催（年度内３回程度） 

建設環境委員協議会へ報告（改定原案） 

パブリックコメントの実施 

建設環境委員協議会へ報告（パブリックコメントの結果） 

パブリックコメント結果・本計画の改定の公表 
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４．総合計画等における根拠・位置付け 

総合計画 

・基本目標    安全で、利便性の高いまち 

施策目標４ 安全で快適な交通環境が整うまち 

 施策目標５ 快適で暮らしやすい環境を備えたまち 

 

 

 

 

５．関係法令・条例等 

交通政策基本法 

都市・地域総合交通戦略要綱 

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律 

 

６．事業費・財源 《事業費》  

《事業費》9,800 千円（一般財源） 

 ［令和５・６年度（2023・2024 年度）債務負担行為］ 
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枚方市総合交通計画の見直しについて

１．枚方市総合交通計画の概要

■各種計画の関連性 ■交通がもたらす効果

交通に関する全ての法律の基本法

第１次交通政策基本計画（計画期間：平成26年度～令和2年度）
第２次交通政策基本計画（計画期間：令和3年度～令和7年度）令和3年5月閣議決定

交通政策基本法（H25.12施行）

都
市
・
地
域
総
合
交
通
戦
略
要
綱

（
H
2
1
.
3
施
行
）

地域公共交通の活性化及び再生に関する
法律の改正（R2.11施行）

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律
（H19.10施行）

○地方公共団体が、交通事業者等と連携して、
① 地域の輸送資源を総動員する交通計画を作成
② 最新技術等も活用しつつ、既存の公共交通サービスの改善・充実を徹底、

国が予算やノウハウ支援を行うことで、持続可能な地域公共交通を実現

〇地域の暮らしと産業を支える移動手段を確保することがますます重要
○多様な関係者が連携し、交通インフラを整備することにより、生産性向上も必要

２．社会情勢の変化と交通政策の動向 ３．枚方市の現状

■枚方市総合交通計画について

都市・地域総合交通戦略要綱（平成21年3月国土交通省都市局制定）
に基づき平成30年12月策定

人口減少・超高齢社会の進展
高齢者の免許返納の増加
交通事業者の経営悪化
新型コロナ危機を契機とした様々な変化
ＳＤＧsやＤＸの進展

■社会情勢の変化

■国の動き ・アフターコロナ時代の地域交通の方向性を研究中

・新型コロナ危機を契機としたまちづくりの方向性を検討中
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■枚方市の交通事情の変化
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交通に関する政策は、医療、健康、福祉、
まちのにぎわい、公共施設の活用、産業、
教育などの分野に大きく影響

徒歩、自転車、公共交通等の各モードが連携し、
交通事業とまちづくりが連携した総合的かつ戦
略的な交通施策の推進を図る

■都市・地域総合交通戦略要綱の目的

道路・街路関連事業の支援

■計画の目標年次

平成30年度（2018度年） 令和5年度（2023年度） 令和10年度（2028年度）
概ね5年後 概ね5年後

計画策定 中間見直し 計画見直し

評価指標、施策の達成状況の評価・見直し

➡地域公共交通計画の策定を努力義務化

地域公共交通網形成計画 ※本市未策定

スクールバス、福祉有償運送
病院・商業施設、送迎サービス

自家用有償旅客運送

路線バス、タクシー、電車

資料１

１．評価指標、計画に基づき実施された短期施策の状況確認と

中間施策の必要に応じた見直し

２．枚方市立地適正化計画（令和4年3月変更）との整合

３．SDGsやDXの進展による新たなモビリティサービスなどの視点からの考察

４．社会情勢の変化を踏まえた最新データの考察

５．地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（令和2年改正）による

地域公共交通計画を位置づけ

４．計画見直しの必要性と見直しのポイント

■計画見直しの必要性

■見直しのポイント

●今後、枚方市でもバス路線の廃止や鉄道の減便の危機

枚方市総合交通計画の見直しが必要

令和10年度の計画見直しを前倒しして令和5年度から検討を開始


